













 The objective of this thesis is to demonstrate a theory that can fully determine syntactic structures with 
interactions between linguistic elements, which are defined as linguistic quanta with three linguistic dimensions. 
The linguistic quanta herein have a full set of their meanings enclosed by linguistic membrane with syntactic 
and phonetic dimensions and connected to form linguistic string loops. With linguistic quanta and functions to 

























A Theory of Syntactic Predicational Operators and its Physical and Geometrical Applications





































































は量子が持つ概念意味の情報のため長さが一定せず、導関数上の定点 (a, bi) から (a-1, (b-1)i) までに、














することが出来ないため、量子の座標は常に占有する整数値 (a, bi) となり、その他の半整数を取るこ
とはない。また、移動変形を受ける際には、初期の座標を(a ,bi)、移動距離をnとすれば、(a, bi)から (a+n, 








































位を、軌道準位定数 n、軌道種別 x、軌道高度定数 a の組み合わせ nxa で表す。それぞれの準位は、
項の軌道は３、述語演算子は２、接続詞は１、基底軌道は a、遷移軌道は b、表層軌道は c、終末軌
道は d、その軌道に最初に配位される量子の高度は 0である。
　項基底軌道は 3a で、高度は [+Pred] 演算素性が配位する項に従い最大２、遷移軌道の高度は [aff 
n=a] 演算素性の a 値に従い、単純能動態である高度 0では発生せず 3b1 から最大 3、表層軌道は
3c0、終末軌道は 3d0 と 3d1 と表される。述語演算子導関数の基底軌道は、原点位置を示す高度 0が
なく、あとは項から 1つ準位が落ち、2a1 と 2a2、遷移軌道は 2b1 から最大 2b3、表層軌道は 2c0、終
末軌道は 2d0 と 2d1 である。生じた量子の配位される順序が、導関数の x の値になる。共役位置にお
いても軌道準位は同じである。量子は同じ軌道準位を同時に占有するため、量子ブレーンが必ず占有
する、ゼロ点からの最遠点において、軌道準位が同じ正位置から共役位置の間で、虚軸座標値 y の 2













て Q とする。Q は文中に複数あるので、数を表すための数字 n を伴い Qn とする。次に各次元の情報
量を表す変数をそれぞれ統語を x、音声を y、概念意味を z として、Qn の添え字として Qnxyz と計
量テンソルを言語に応用して表記する。添え字の変数が、集合を含めて如何なる値を取ってどのよう










































































が主位置、共役位置に関わらず、述語演算子と同じ x座標に存在する [±] 素性に移動することを動
機に軌道の遷移が起き、[ ± ] 価が対消滅して中間子からの作用がその分解消される。導関数が項より




































advantage of Xという熟語を例にとれば、advantageをQ1xyz、takeをQ2xyz、of XをQ3xyzと表記すると、
派生当初 Q1xyz は (0,0)、Q2xyz は (1,0)、Q3xyz は (1,-1i) に存在するが、Q1xyz が [+Arg] 素性の中和









れぞれの加算、z1+z2+z3 である場合 ( 例 :…speak ill of X)、それぞれの意味成分は残っているが別の意
味となる乗算、z1z2z3 の場合 ( 例 :…get rid of X)、または意味を別のもの Z に置き換わる演算 ( 例 :…kick 













　藤内 (2006) や藤内 (2007) での仮定で、節の内部構造では格標示、特に主格標示された NP、TP、












報が項素性に相転移して NP に併合されたもの、C 素性は統語情報が定性に相転移して DP に併合さ







を持つ量子は、[+Arg] 中間子の場合は第２世代相転移で出来た項、[+Pred] と [+Aux] は第１世代相転
移で出来た述語演算子であり、これらの相転移は全て節を構成するのに必要とされるものである。こ










ペクト助動詞が持つ [aff n=a] 定数の加算によって、後者は修飾語の主観性を基準にした被修飾語との



















































　またブレーンは、概念意味の持つスペクトル特性により、定点 (a,bi) を含み (a-1,(b-1)i) を含まない























　本稿の定義により、[-Arg] や [±Arg] のような「待ち受け側」の素性も中間子として相転移する。し
かし中間子の位置はその導関数によって指定されるため、以前仮定したように項や述語演算子の軌道
には存在できない。唯一の例外が、中間子の導関数と項や述語演算子の導関数が交わるゼロ点で、項













　ここで実際に、My bicycle is being fixed now. という文の構築のプロセスを見る。この文を生成する
には、その前提として言語的な思考があり、それを写像した量子が語彙目録で作られる。my bicycle
という項と[+Arg]素性、[-Arg]素性と[±Arg]素性、fixという述語動詞と[+Pred]素性、[-Pred]素性、[+Aux]
素性と [-Aux] 素性、now という副詞、be -en という述語演算子・中間子対と [aff n=1] 素性と、be -ing
という述語演算子・中間子対と [aff n=2] 素性が生成され、言語場に投入される。項である my bicycle
は、別の言語場で構成され、[+Arg] 素性と共に述語を演算する言語場に投入される。項、述語演算子、
中間子はそれぞれの軌道を指定する導関数に従う。投入される軌道は、項は 3a0、[+Arg] 素性と [-Arg]
素性は 1a0、fix と [+Pred] 素性、[-Pred] 素性は 2a1、[+Aux] 素性は 2a2、述語演算子・中間子対は [aff 





詞 now は共役 3a1 軌道と、相転移する際に決定している。量子は計量テンソルを伴って表記される。






　3a0 軌道に投入された項は、生じた [±Aux] 素性の対消滅のために、3c0 軌道に移動する。fix は 3a1
軌道に項がないため、移動の動力を [+Arg] 素性と [-Arg] 素性の中和ではなく、より高い軌道にある
-en 中間子に求める。幾何学的に同じ位置にある中間子は、同じ種別なら軌道高度が高いものから演
算される。fix は -en 中間子によって fixed となり、[±Pred] 素性は [aff n=a] 素性の作用で be に遷移し、
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